
生涯学習施設と図書館の複合施設に導入する指定管理者制度について 
 

１．指定管理者制度とは 

 指定管理者制度は、自治体等の施設の管理や運営を、株式会社をはじめとする営利企業や財団法人、

ＮＰＯ法人、市民グループなどの法人、その他の団体に代行させることができる制度です。図書館へ平

成２６年度までに導入済または平成２７年度以降導入予定の市町村は、全国で２３７自治体にのぼって

います（日本図書館協会調べ） 

 

２．本市の図書館に導入する指定管理者制度の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７ 

 

図書館各施設の役割分担を踏まえた予算の増加を伴わないサービス向上の手段として

の指定管理者制度の導入 

【生涯学習施設と図書館分館の複合施設への指定管理者制度の導入】 
 

 

 

【向上が求められている図書館サービス】 
①子ども読書活動の推進 

②分館の開館時間帯の拡大・開館日数の増加 

③資料・情報資源の充実 

④職員が持つ専門的な知識・技術の向上・蓄積・継承    など 

図書館分館は、従来ベーシックな図書館サービスを中心としたサービスを提供しており、指定管理

者に運営を委ねることで従来のサービスに加え、民間ノウハウを活かしたサービスが期待できる 

指定管理者制度の導入により資源（人材・物・予算）を生み出しサービス向上等に充てる 

 

 

 

 

●募集要項・仕様書等で選定

候補者に義務付け 

●制度導入後は中央図書館

がモニタリング等を通じ

て常にチェック 

 

 

 

 

●中央図書館は直営で運営 

●正職員を集中的に配置 

 

 

●専門的な知識・技術の向

上・蓄積・継承を行う 

●図書館政策の企画・立案 

●指定管理者にスタッフの

司書率は概ね７０％以上

を義務付け 

 

 

 

 

●中央図書館が専門的な知

識・技術を活かしてリーダ

ーシップを発揮 

 

 

●指定管理者との定期的な

協議・モニタリング 

●指定管理者が対応できな

い専門的なサービスを中

央図書館が提供 

プライバシー保護 
専門的な知識・技術の 

向上・蓄積・継承 

全館一体となった 

サービス体制の確保 

【指定管理者制度導入スケジュール】 

平成２８年度～平成２９年度（２年間）：蹉跎生涯学習市民センター及び図書館 

                   牧野生涯学習市民センター及び図書館 

平成３０年度から：蹉跎・牧野を含む複合施設６施設へ指定管理者制度を導入予定 


